選手・監督注意事項
１．平成２８年度日本陸上競技連盟規則による。
２．選手招集について
(1)  選手招集所は正面玄関付近に設け、招集時刻を次の通りとする。
トラック……第１次招集完了時刻は競技開始３０分前とし、第２次招集完了時刻（競技場所）
は競技開始１５分前とする。
フィールド……第１次招集完了時刻は競技開始５０分前とし、第２次招集完了時刻（競技場所）
は競技開始４０分とする。
(2)  招集の方法
  　・全ての選手は、棄権する場合は必ず第１次招集完了時刻までに招集所に申し出て、自分の名前に取り消し線を引くこと。届け出がない場合は出場する意志があるものとして扱う。
・第２次招集は、すべての選手について各競技の開始場所で実施する。
３．ナンバーカードについて
(1)　ナンバーカードは男（黒字）、女（赤字）で明確に記入し、ユニホームの胸部と背部に着けること。ただし、跳躍種目に出場する選手は、胸部または背部のいずれか一方でよい。
(2)　トラック競技に出場する選手は腰ナンバーカードをつけること。ただし、1500m以上の種目について
は、招集時に配布される通し番号の腰ナンバーカードを着用すること。
４．トラック競技での不正スタートは１回で失格とする。（日本陸上競技連盟競技規則１６２条による）
５．スパイクシューズのピンの長さは全天候舗装につき９ｍｍ以下とする。ただし、走高跳・やり投は
１２ｍｍ以下とする。ピンの数は１１本以内とする。
６　リレー競技について
 (1)　リレーチームの編成メンバーは、この競技会のリレーまたは他の種目に申し込んでいる競技者であれば出場することができる。ただし、出場するメンバーの少なくとも２名はリレーに申し込んだ競技者でなければならない。
 (2)　オーダーは、プログラム添付のオーダー用紙に記入し、第１次招集完了時刻の１時間前までに招集所に提出すること。遅れたチームはその競技種目に出場できない。
 (3)　リレーに出場するチームは上下同一のユニホームを着用すること。市町対抗の部においても同一のユ
ニホームであることが望ましいが、単一のクラブチーム等ではないため、該当市町で揃えることが困難

な場合は、この限りではないとする。
７．バーの上げ方を次のとおりとする。（コンディションにより審判長の判断で変更することがある）
	　
	　
	練習
	１回
	２回
	３回
	４回
	５回
	　６回

	走高跳
	一般・高校男子
	１.６０
１.８０
	１.６５
	１.７０
	１.７５
	１.８０
	１.８５
	１.９０・・・

	
	一般・高校女子
	１.３０
１.５０
	１.３５
	１.４０
	１.４５
	１.５０
	１.５５
	１.５８・・・

	棒高跳
	高校男子
	３.００３.２０
	３.４０
	３.６０
	３.８０
	４.００
	４.２０
	４.３０・・・


８. フィールド競技は、主催者が用意したマーカーを置くことができる。
 (1)　跳躍・やり投の競技者は、助走路の外側(走高跳では助走路内）に２カ所置くことができる。
 (2)　サークルから行う投てき競技では、マーカーを１つだけ使用することができる。そのマーカーはサークルの直後あるいはサークルに接して置くこと。マーカーは、それぞれの審判員が現地で渡す。そのマーカー以外は使用してはならない。
９．フィールド競技において参加人数多数の場合、審判長の判断によりパスラインを設けることがある。また、三段跳男子は１２ｍ板を使用する｡女子は９ｍ板を使用する。
10. 短距離種目では、競技者の安全確保のため、フィニッシュライン通過後も自分のレーン(曲走路）を走ること。
11. 競技場内での助力は禁止とする。（日本陸上競技連盟競技規則１４４条による）
12．競技用具は、棒高跳用ポール以外、すべて主催者が用意したものを使用しなければならない。
13．各自が使用したペグなどの用器具類は必ず指定の場所に後始末すること。　
14. 市町対抗の部の２レース以上あるトラック種目はタイムレース決勝とし、棄権者が多く出場者が８名以
内となった場合は番組編成でレーン抽選を行い１レースにする。
15.市町対抗の部のフィールド競技の試技数は３回とする。
16.表彰について
(1)  市町対抗（男女）と学校対抗は、各種目１位８点、２位７点、３位６点、４位５点、５位４点、
６位３点、７位２点、８位１点とし、総合得点により男女別に３位までの団体を表彰する。
 (2)  各種目の３位までの選手は、成績発表後に本部前で表彰を行うので、表彰待機所（中央ホール）に集合し競技役員の指示に従うこと。なお、他種目等の参加や体調不良によりどうしても表彰式に参加できない場合は、表彰の競技役員に申し出て、各所属で責任を持って代理を立てること。
17. 応急処置について
　　大会時の事故については、本競技場医務室にて応急処置のみ行う。
18. 盗撮、不審者対応について
 (1)　防犯上の理由のため、競技会場で選手の家族や学校関係者がカメラ・ビデオ・携帯電話等の撮影機器を使用する際には、撮影許可申請を提出し、撮影許可証を携帯された方のみ撮影　　ができる。
 (2)　撮影許可証については、当日正面スタンド下のロビー内にある受付で撮影許可申請書に必要事項を記入し、預かり金（１、０００円）を支払い許可を得ること。撮影許可証の有効期間は当日（１日）限りで、競技終了後２０分以内までに必ず返却すること。（撮影許可証返却時の際、預かり金を返却します。）
 (3)　報道等で撮影を行う場合は、必ず事前に受付をして主催者が用意したビブスを着用すること。
 (4)  撮影対象が競技会方針と異なると思われる場合は、記録内容の確認を求めることがある。事案によっては警察に引き継ぐこともある。
19．その他
 (1)　メインスタンド下通路（大会運営室側）は、競技者の通行を禁止する。競技終了後は第１ゲートから出てスタンドの外側を通ること。
 (2)　当該種目出場の競技者以外は競技場内に立ち入ることができない。
（3)  本競技場のメインスタンド下の二階室内走路ついては、当日の開門まで場所取りを禁止する。
 (4)　競技場内の更衣室の占有は禁止する。（マットやシートを使用した場所取りをしない）
 (5)　通行の妨げになるため、芝スタンドの手すりにテント設営のためのひもをかけないこと。
 (6)　１００ｍスタート後方ならびにフィニッシュ前方の芝スタンドについては、テント設営禁止区域とする。(当日ロープで指定する）
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